
 

新潟市 家庭教育⽀援プログラム 展開例 
 

【プログラム名】 

◎遊びといじめの境界線を越えた時、 

どのようなアプローチが必要か考えよう 
 家庭教育⽀援ガイドブック「子どもと一緒に、いじめについて考えてみましょう」 

 
１ プログラムの準備等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇適切な実施時期：いつでも 

〇実施時間：約５０分間（説明５分、プログラム４５分） 

〇対象：児童期（小学校中学年～高学年）の子どもの保護者 

〇準備物、配布物 

【配布物】※事前配布 

・家庭教育支援ガイドブック「子どもと一緒に、いじめについて考えよう」 

・家庭教育支援プログラムワークシート 

 【備品】 

・ホワイトボード等 

【事前記載】①標題 ②グループワークの進め方・時間配分  

〇グループワーク 15 時 30 分まで     〇グループの代表発表 15 時 40 分まで 

・ワークシート記入（3 分）        ・グループで 1 人、発表する人を決める 

・1 人 2 分程度話す (6 分)         ・2 名発表予定（1 人 3 分程度） 

・グループでの意⾒をまとめる(10 分)    

 

〇その他（座席など） 

   ※30 人を想定（3 人×10 グループ） 

   ※名簿順に着席 

 

 

 

         

         

         

   

 

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 

Ｉ 



２ 展開例（15:00〜15:50 に実施の場合） 
時間 プログラムの内容 ポイント 等 

 
 
 
 
 
15:00〜 
  (1 分) 
 
 
 
 
 
15:01〜 
  (9 分) 
 
 
15:10〜 
 (30 分) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
〇開会 
・ファシリテーターのあいさつ、自己紹介。 
・今⽇の講座の趣旨と流れの説明 

(目的・内容・作業予定等) 
※テーマ+エピソードに基づき話し合う内容

を説明 
 
・グループワークの進め方について説明 

(右「ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ記載内容」参照) 
 
 
〇グループワーク 
【Work①「おとなとして、どんな声かけ・対応がで

きるか考えよう」】 
（やり方） 
①個人作業︓ワークシートに記入。3 分 
②発表︓グループ内での発表は 1 人 2 分程度。 

3 人で 6 分。 
③話合い︓グループ内で出た意⾒を基に、こうした

らいいと思う考えをまとめる。10 分 
④全体共有︓グループでまとめた内容を 2 グループ

の代表の方から発表してもらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・受付け開始 14:40〜 
・資料配布→事前に資料に目を通

してお待ちいただくよう伝え
る。 

・座席は、名簿順に指定 
 

＜ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ記載内容＞ 

〇グループワーク 15 時 30 分まで 

・ワークシート記入（3 分） 

・1 人 2 分程度話す(6 分) 

・グループでの意⾒をまとめる 

(10 分) 

〇グループの代表発表 15 時 40 分まで 

・グループで 1 人、発表する人を決める 

2 名発表予定（1 人 3 分程度） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・発表するグループは、ファシリテー

ターが指名する。（発表前に指名し
ておく） 

・グループ発表は 1 人 3 分程度×2 グ
ループ 

 

 
 
 
 
 



 
15:40〜 
 (5 分) 
 
 
 
 
 
 
15:45〜 

（5 分） 
 
 
 
 
 
 
 
15:50 
 
 

 
【Work②「気付きや感想を共有しよう」】 
・話合いで出た意⾒や考え方から気付いたことや⼤

切だと思うこと、認識したことなどをワークシー
トに記入し、発表する。 

・個人作業︓ワークシートに記入 2 分 
・発表︓3 分 
 
 
〇まとめ 
・ファシリテーターが、家庭教育⽀援ガイドブ

ックをもとに話をする。 
 
 
 
 
 
 
〇開会 
 
 

 
 
 
 
 
 
・発表は、記入した内容を読み上

げるのみ。 
 
 
・ガイドブック「いじめ防止対策

推進法施⾏」の周知 
・ガイドブック「相談ダイヤル」

の案内 
※子どもがすぐに相談し、対応が

できるよう親子で情報共有を
するよう促す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◎遊びといじめの境界線を越えた時、どのような 
アプローチが必要か考えよう 

 
家庭教育⽀援ガイドブック「子どもと一緒に、いじめについて考えてみましょう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｏｒｋ① ⾝近なクラスの中で起こっている状況に対し、Ｃさんが話をした家族の⽴場で 

     考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｗｏｒｋ② 一人一人の気付きや感想をグループで共有しましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【エピソード】 
A さんは休み時間になると何人かで集まり、ふざけて軽く押し合ったり寝転んだりして遊んでいました。 

始めのころは、スキンシップを取るような感じで楽しそうに過ごしていました。 

ところがここ最近、段々と数人が A さんの体の上に乗っかり、動けない

状態にして嫌がるまでくすぐったり、耳を強く引っ張ったり、腕を強く押

さえつけて動けないようにのしかかったりするなど、絡み合いがエスカレ

ートしてきました。 

始めは B さんだけでしたが、だんだんと面白がって、何人かでＡさんに

絡むようになりました。 

近くにいた C さんと、C さんの他にも周りに何人かいましたが、だれも

「やめようよ」という人はいません。 

A さんが「やめて」と言っても“いたずら”のように見える“いじめ”

は毎日続いています。 

C さんは心配になり、このことを家族に話しました。 

〇おとなとして、どんな対応・声がけができるか記入し、グループで話し合ってみましょう。 

〇話合いを通して気付いたことや感想を書きましょう。 
 

新潟市家庭教育支援プログラムシート 




